
航平 川端
テキストボックス
資料３－３



─前橋市のビジョンを「めぶく。」と
命名しました。この言葉に込めた思いを
聞かせてください。
「もともとはドイツのコンサルタントのレ
ポート、前橋はどういう場所で、どうある
べきかをまとめたものを、なるべく短い言
葉でみんなが分かりやすく表現しただ
けなんです。メッセージというよりは翻訳
ですね。
日本中の地方都市、みんなそうなん
ですけど、高度成長の時、同じように成
長してきました。強い個性があるわけじ
ゃないから、頑張れば伸び代があるよっ
ていう街ばかりでした。
ただ、（前橋には）住んでいたことが
あるので、水が豊かなのは確かだと。
水系みたいなものは感じてほしいと思い
ました。『めぶく。』っていうのは植物か
ら想像するもので、土と水さえあれば育
つんですね。その意味でここにはいい土
も水もある。そのことを感じられるといいな
と思い、日本語を探しました」

川も鐘も30年後見ている

─最近の「めぶく。」情報は入ってい
るのでしょうか。
「よく、掘り起こしているのは分かります。
何よりもあきらめていない。あきらめてい
ないのはいいですよね。あきらめていな
いというのが前橋にはある。大どんでん
返しを狙っているのではなく、ここをうまく
すればいいとか、できることを一つ一つや
っている。やれることを探しているのはい
いなと思います」
─昨年12月にオープンした白井屋
ホテルは中心街のランドマークになって
います。

「頭のいい人１００人で会議したら止め
たでしょう。99人が反対したでしょうね
（笑）。ただ、51％勝つ可能性があれば、
後から直せるので、頑張れば、あきらめ
なければ勝つ可能性がある。行政だけ
だったら、結構厳しいだろうね。やる人
がいたってこと、それだけで面白い」
─「故郷が嫌い」と公言しながら、
前橋の再生プロジェクトを手伝うように
なりました。
「いい動きがある時にそこに風を送る、
そのくらいのお手伝いなら僕にもできると
思って。（ジンズの）田中仁さんが（市
街地活性化に）力を発揮しているのを
みて、特にお役には立ちませんけど、ちょ
っと手伝うのはちょうどよかった。気も楽
だし、楽しかった」
─スーパーシティ構想をはじめ、いろ
いろな「めぶく。」が始まっています。30
年後はどうなっているでしょう。
「珍しいことやっている分だけ残るんじ
ゃないでしょうか。普通で素晴らしいの

コピーライターという職業を世に知らしめ、数々の名コピーを生み出した。エッセイを書き、タレントとしての地位も築く。
かと思えば作詞を手掛け、ヒットメーカーとなった。ゲームソフトは自ら進んで作り上げた。「言葉」を大事に紡ぎながら、
変身を繰り返す糸井重里さん。ウェブサイト「ほぼ日刊イトイ新聞」主宰は果たして最終形態か。

糸井重里
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は朽ちてしまう。昔の権力者はだいたい
珍しいもの、城とか造って残しているん
ですね。
いま前橋がやろうとすることは、決して
合理的だからとか、売れるからとかと関
係ない。こういうのあった方がいいねな
んていう、子供の夢みたいのが生まれ
ているんですよね。コストがかかろうがや
る。これ、なかなかできることじゃないと思
います。
広瀬川に『太陽の鐘』を設置しまし

たよね。街の真ん中を流れる川に、鳴
らすためにあるんじゃない鐘がある。川
も鐘も、30年後みんなが見ています。そ
ういうものがあることが強い」

「えー、俺がやるの」

─コピーライターを皮切りに「言葉」
にかかわるさまざまな仕事をしてきました。
どれが本業だったのですか。
「本業はいまは『ほぼ日』という会社の
社長です。仕事はどれも面白かった。

原料費がいらない。仕入れも自分でやる。
人に会う機会もたくさん作れました。やる
かやらないかも自分でできて、価格の設
定も自分でできる。こんな楽しいことはあ
りません」
─作詞やエッセイ、意外なところでは
声優やゲームも手掛けています。
「作詞は頼まれて始めました。プロデ
ューサーが自分を使ってくれたからです。
だいたい若いころから受け身でやること
がほとんど。『えー、俺がやるの』。そうい
うものの連続でしたね。
ゲームだけは違いました。プレーする
のも作るのも面白くて。任天堂の社長に
こういうゲームのアイデアがありますと持
って行って。実際に作るまでは大変でし
たが、ちゃんと形になりました」

「めぶく。」の後は「まなぶ。」

─新たにやりたいことはありますか。
「いまは先日開校した『ほぼ日の學校』
のことですね。いろいろな人の手を借り、
頭を借り、心を借り、時間を借りて。僕
が言い出したことだけど、僕の範囲を超
えるんですよ。それが楽しくて、苦しくて、
もうコントロールしようがない。
『台風の後の川』みたいなもので。氾
濫を起こしている。氾濫した後は『めぶ
く。』でしょ。楽しみですね。學校のプロ
ジェクトを始めてからは夜中に起きちゃ
うんですよ、アイデアがわいて。ずっとそ
んなことはなかった。若い新人に戻っち
ゃったからでしょうかね。
全部、学校という入れ物に入れると、
何でもできるんです。『人が人から学ぶ』
というのが重要な局面なんですが、（普
通の）学校の外で学んだことの方が大
事で、そっちを学ぶ学校を作りたかった。
この人に会えてよかったなと思えるような。
その象徴として、赤いねじり鉢巻きの
ボランティア、尾畠春夫さんも『ほぼ日
の學校』では先生なんですよ。僕も年
を取ってきたから、自分だけが美味しい
って喜ぶんじゃなくて、人が食べて美味
しくしていることで楽しくなるんですね。人
が喜ぶのをみたくて、無理をしたり、楽
しんだりして。いろんな物事を組み立て

ているのが、いま一番楽しい仕事ですね。
『めぶく。』の後は『まなぶ。』ですかね」
─「ほぼ日」では毎日、エッセイを書
いていますね。
「毎日、文字書いて23年間。違うこと
書いているから続いているんでしょうね。
一本の長編じゃ、とっくに飽きていると思
います」
─書き溜めることは？
「ないですね。毎日夜中の3時、4時に
書いた記事が11時に更新されています」
─「ほぼ日」に新聞を付けました。新
聞は好きですか。
「新聞、好きですね。何やってもいい
からでしょうか。恐竜博やるのも新聞、
美術館で展覧会やるのも新聞、講演
会やるのも新聞。球団を持つのも新聞
ですよね（笑）。時間で動いているという
か。不朽の名作を作るんじゃなくて。毎
日を生きて瞬きしている。新聞っていっ
た方が動いている気がします」 

僕の範囲を
超えるんですよ。
それが
楽しくて、苦しくて

会いたい人：高校の現代国語の先生、
亀島貞夫先生です。もうお亡くなりになら
れましたが。とても大きな影響を受けまし
た。大学時代もおじゃまして、話をしました。

大きな影響受けた亀島先生

「めぶく。」：2016年８月に発表した民間
と行政が協力して展開する前橋市のまち
づくりビジョン。コンサルティング会社の調
査報告をもとに糸井重里さんが独自の解
釈を加えて表現した。ビジョンを達成する
ための戦略が課題解決にデザインを大
事にする「デザイン都市」。

まちづくりのビジョン

漫画：中学から大学まで漫画を描いてい
ました。中学時代は市のコンクールで教
育長賞を取りました。SF仕立てのショート
のような。就職するのが嫌で描いていたわ
けで、根性や才能があったわけではなくて。

就職するの嫌で漫画を描く

ほぼ日の學校：古典を学ぶ場として、
2018年に「ほぼ日の学校」をウェブサイト
で開校、シェークスピアやダーウィン、万葉
集、歌舞伎などをテーマにした。今春から
「ほぼ日の學校」に改称、アプリになって
リニューアルした。古典に限らず、ボランテ
ィアなど幅広く学ぶ。

古典もボランティアも

思い出：河原で遊んでいました。群馬大
橋の下。いい遊び場でした。煥乎堂はよ
く行きましたね。社長の娘さんが同級生で、
絵を描くとき、顔に目や鼻を入れないんで
す。でも、かっこいい絵なんですね。

利根川河原「いい遊び場」

太陽の鐘：岡本太郎氏が1966年に制作
した高さ６㍍の造形作品。長く倉庫に保
管され、幻の作品とされていた。利益の一
部を前橋のまちづくりのための寄付金とし
て拠出している太陽の会が仲介や修復
費用を負担、2017年10月、広瀬川河畔
に設置された。

岡本太郎氏の「幻の作品」

スイーツ 問題は皮なんですよ

「思い出の味といえば、焼きまんじゅうで
すね。今も前橋に行ったときは店に行っ
て焼き立てを食べます」。上州のソウルフ
ード、焼きまんじゅうで糸井さん一押しは
原嶋屋総本家。1857（安政4）年創業と
いう最古参の店だ。
5代目店主、原嶋雄蔵さんは「よくご

家族でお見えになってくれます。糸井さん

は気取らず、豪快に、おいしそうに食べて
くれます。2本、3本食べますよ」と見事な
食べっぷりを絶賛する。
「片原饅頭も散々食べました。どっちも
まんじゅうですね」と照れ笑いする糸井さ
んに前橋でいま、超人気のスイーツを試
食してもらった。なか又の「ふわふわ わ
ぬき」。定番のどら焼きの生地を最大限
「ふわっふわっ」に仕上げた。
「粉に中心を置くことが大事だと気が付
いた人がつくったものですね。いまこれが
求められているんです。アンコはあまり変
わらない。問題は皮（生地）なんですよ」
と指摘。「原嶋屋さんも皮がうまいんだよ
な」と独特のスイーツ論を披露してくれた。

焼きまんじゅう、どら焼き…
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1世紀前、開店した当初のポンチ（写
真上）。2年前に大改修した新店舗は
大正モダン漂う店構え

ポンチ
前橋市千代田町3-3-18
☎０２７・２３１・２３３３
火・水=17時～21時半／木・金=11時
半～14時、17時～21時半／土=12
時～15時、17時～21時半／日=11時
半～15時／月曜定休、臨時休あり

月に開く
前橋市千代田町３-3-22
☎０７０・１４83・４４７２
15時～22時／定休日：月・火・水　
※営業時間は変更になる場合があります

料も同じ。うちを贔屓にしてくれる
お客さんがいる限り、この味を守
っていきます」。職人気質の店主
は気合を込めて、きょうも101年目
の厨房に立つ。

朔太郎を読んで酔う

　弁天通りをポンチから南へ50
㍍行ったところに「ブックバー　月
に開く」がある。朔太郎ファンが3
年前に開店、いまは常連だった
上月えるさんが切り盛りする。
　大きな本棚には小説、実用書、
漫画とさまざまなジャンルの本がぎ
っしり。もちろん、朔太郎全集もあ
る。好きな本を片手にアルコール
やコーヒーを楽しめる。ドリンクで
人気なのが「大人のクリームソー
ダ」。焼酎が入っていて、不思議
な味を体験できるとか。

ーだ。でも、ステーキが好きだった
という朔太郎は案外ペロリと平ら
げたのかもしれない。

変わらぬレシピ、材料

　店主の町野義幸さんは4代目。
「創業時のレシピを守っています。
県産の豚肉や玉ねぎといった材

　西洋文化に強い憧れを持って
いた萩原朔太郎は洋食を好んだ。
「一切洋食でなければ食はず、バ
タ臭くない物は、人間の食物でな
いとさへ思つて居た」と自著で若
いころを回顧している。
　朔太郎が愛したカレーがある。
弁天通りの一番北にある「ポン
チ」。開店は1920（大正9）年と1
世紀の歴史を誇る。

継ぎ足してきたルー

　自慢のルーは創業時から継ぎ
足してきた。改装のため2年ほど
休んだ間も、1日たりともこの作業
を怠らなかった。
　朔太郎が好きだったメンチカレー。
創業時と同じ銀色の楕円形の器
に盛られてくる。
　黄色がかったルーはどこか懐か

しい。野菜が溶け込んだ優しい
甘み。ラードでコクを出しているが、
しつこくはない。いまでは間違いな
く和風に入るこのカレー、当時は
洋風の最先端、「ハイカラ」だっ
たのだろう。
　メンチはロケットのような大きな
塊が2つ。肉感がすごくボリューミ

に響かせるものだという。詩を役者
に音読してもらったらどうなるか、そ
ういうチャレンジをした。自分は役
者だったので、セリフのように読ん
じゃう。二十歳のころは下手だった
けど、いま、うまいんですね（笑）」

萩原朔美

嫌だった
〝朔太郎の孫〞
いま乗り越える

前橋文学館館長

はぎわら・さくみ　1946年11月、東京都生まれ。
「天井桟敷」の旗揚げ公演で初舞台を踏む。俳
優の傍ら演出を担当、映像制作も始める。版画
や写真、雑誌編集とマルチに才能を発揮する。

内藤 聡

踏ん張って
これ以上
頑張れない
だから

エフエム群馬パーソナリティー

ないとう・さとし　1975年６月、藤岡市生まれ。高校時代
は野球部に所属。大阪芸術大在学中に放送業界に入
る。大阪、神戸、名古屋、北海道のFM局でDJを務める。

FM GUNMA 『WAI WAI Groovin’』
月～金／７時半～11時

前橋文学館
企画展 『さくたろういきものずかん─朔太郎の世
界を闊歩する生物たち─』
期間：～9月26日／9時～17時／水曜休館（祝日
の場合は翌日）／一般500円、高校生以下無料

いた竹村俊郎を励まし、実際に詩集に長
い文章を書いている。朔太郎は第1詩集
（『月に吠える』）が出て、世間の評判を得
た時だった。そこから3年、何も書いていま
せん。2作目が1作目を超えるために悩ん
でいた時期だったと思いますよ。自分の第
1詩集の時、北原白秋らに多くの文章を書
いてもらった。だから、後輩にも頑張って
書くんだと、寝ていても手紙にしたのでしょう」
「天井桟敷」で役者デビューし、雑誌「ビ
ックリハウス」で1970年代、80年代の渋
谷系サブカルチャーを生み出した。
「文学館に呼ばれた役割は何なのか考
えたとき、毎日お祭りが開かれている場所
にしないとだめだと。それで、詩の音読を
始めました。黙読は理解する。音読は心

来るようになった。放送中に読まなかった
のもすべて見ます。毎日、交換日記をして
いるようですね。医療従事者や飲食店の
方からは悲痛な声も届いています。ボクも
生半可な言葉は発せられない」
　名古屋などで活躍し、エフエム群馬に
移ったのは2015年４月。開局30周年を
記念した改編の目玉として迎えられた。

「40歳になる年で、DJになって20年。も
う腹をくくりました。実は以前から『群馬に
戻りたい』って話していたんです。もちろん
プレッシャーは大きかった。でも、大好きな
地元で大好きな仕事ができ、豊かな自然
のもとで家族と暮らせる。こんな恵まれたこ
とはありません」
　3児の父。番組では子育ての話をよく
取り上げる。恋愛、介護、仕事、勉強…。
悩めるリスナーにそっと寄り添う。
「上っ面で話したら傷つくでしょう。大した
ことは言えないけど、隣に寄せてもらえるよう
な言葉を伝える。辛い立場にいる人に『頑
張って』とは言えない。プレッシャーになり
ますから。病床にいる人は毎日頑張ってい
る。もうこれ以上頑張れない人も。だから
『踏ん張って』と言います。もうひと踏ん張り
しましょうねって。どの世代にも突き刺さりま
すね」
　午前11時。3時間半の番組が終わり、
最後の雄たけび。「アテジャー（またね）」。

ん。ポルトガル語の『おはよう』です。日
系人の友人が多く、名古屋の放送局時
代から使ってますが、ようやく群馬でも受け
入れてもらえました」
　音楽の合間、スタッフから束のようなメ
ールが届く。
「毎朝、1000通は来ますからね。コロナ
の影響で小学生や中学生からもたくさん

「言葉を粗末に扱うということは、人生を
粗末にしている」。前橋文学館長就任に
あたり、こんなメッセージを記している。
「私たちは言葉で歌い、言葉で考え、言
葉で感じる。すべて、言葉が先行している。
言葉をやせさせる人がいます。『誠意を持っ
て迅速に対処する』なんて鸚鵡（おうむ）返
しに国会で答弁されると、誠意が誠意でな
くなってしまう。没後80年の来年、全国34
館で『朔太郎大全』という企画をします。
詩人しか言葉の意味を深めようという人は
いない。詩人を見直すことで、言葉と人間
の関係を見直す機会だと考えています」
萩原朔太郎が友人に宛てた1918（大

正7）年の書簡が見つかった。「目下流
行の例の悪風邪に犯され」と書き記し、ス
ペイン風邪に感染していたと推測される。
「10歳年下で第１詩集の出版を考えて

「ボンジーアーー」。午前7時半。この
絶叫で群馬の朝は始まる。エフエム群馬
の看板番組「WAI WAI Groovin’」の
オープニング。リスナーに元気にあいさつ
する。
「自分へのスイッチ。毎朝、緊張しますよ。
聞いている人のスイッチにもなるから責任
感感じます。調子悪かったら気合入りませ

朔太郎が愛した100年カレー

朔太郎を祖父に、作家の葉子を母に
持つ。言葉を大事にした人が身近にいた。
「『朔太郎の孫』と言われるほど嫌なこと
はなかった。朔太郎の仕事は一切タッチ
しなかった。でも、70歳過ぎて、いつまでも
嫌いだなんていうのは大人気ない、と思っ
てここに来たんです。乗り越えるには文学
館の仕事が楽しいと思わなければいけない。
それで、『朔太郎大全』を言い出したんで
すよ。いまでは詩を読んでも平気です」

ちょっとした言葉に怒り、悲しむことがある。
ふとした言葉に喜び、励まされることもある。
言葉で優しく寄り添える「言葉の達人」がいる。

言葉の達人

photo by M
inoru Kobayashi

photo by Koichiro Nomoto
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神宮みかん

前橋女子高
新聞部

小川マキ

街を元気にしよう
ペンの力でお役に

言葉で感動を。言葉で元気を。
言葉で真実を。もがきながらも明日を
夢見る、「言葉の原石」がいる。

辛い記事も逃げず
前橋を魅力的に

言葉の原石

『KIBOU』に希望
人に寄り添う歌に

小説家

高校生記者

作詞家、シンガーソングライター

じんぐう・みかん　1981（昭和56）年11月、
富岡市生まれ。小学校から前橋市に転居。
前橋高―慶応大。三田文学会員。著書に
『頭取と私』など。

おがわ・まき　都内の芸能スクールで演劇
や歌を学び、ミュージカルを経て音楽に専
念。前橋女子高時代はテニス部に所属、イ
ンターハイに出場した。

まえばし・じょしこう・しんぶんぶ　1950（昭
和25）年度、生徒会文芸部から独立して
創部した。年１回、タブロイド判の「MJジャ
ーナル」を発行、随時、速報版も出す。

毎週日曜日に開かれる「読み聞かせ
会」は子供に人気（写真左）。店内には
椅子が置かれ、座り読みができる。

無料で貸し出すキッチンでは料理教室が
開かれる（写真はワインのつまみ教室）。

「自分の分身が紅白に出られたと
感激しました。友達からも『名前
が出たね』とメールが来て。『希望』
を見いだせた気がします」
　大震災から10年。コロナ禍でラ
イブが軒並み中止となっている中、
作曲も手掛けた『♪ちいさな願い』
をユーチューブで公開している。
「大震災の直後も一切の活動を
自粛していて、何もできない歯がゆ
さを歌にしました。いまもそうですね。
心が折れそうな人々に寄り添う歌
になればと願います」
　ミュージカル活動を経て、2002
年からシンガーソングライターにな
った。活動が認められCMソング
や人気グループの作品を手掛ける
ようになった2008年、10万人に1
人の難病を発症した。
「当時、舞台の主題歌を任されて
いて、この歌が遺作になるかも、と

報を発信しようと。にぎやかになっ
てほしいから」と狙いを説明する。
「前橋を魅力的に」のコーナーを
設け、前橋駅前に誕生した複合ビ
ル「アクエル前橋」などを紹介した。
横堀ひかりさんは前橋文学館やア
ーツ前橋を取材し、「芸術の奥深
さに希望を与えられたような気がす
る」と感激を素直につづっている。

ブに生きる」をテーマに講演もして
いる。「前は『紅白に出る』とか『武
道館でライブ』とか大きな夢物語
を描いていた。今は私の歌が大切
な人たちのお役に立てるなら頑張
りたい、そう思っています」。等身
大の自分に戻って歌い続ける。

覚悟しました。治療方法が確定し、
かすかな希望が見えたとき、『生き
る力』が湧いてきた」。2年間、治
療に専念し復活した。
　音楽活動を始めて20年。作詞、
ライブを続けるかたわら、「ポジティ

『今　溢れ出す想い　届けよう
大切な君の笑顔　守るため
希望をひとつ果てなく続く未来へ
そっと詰め込んで』

（『KIBOU』より）
　東日本大震災を受け、「荷物一
つに希望を一つ入れて」をコンセ
プトとするCMソングが制作された。
コンペを勝ち抜き作詞を担当。
2012年の大みそか、紅白歌合戦
でTOKIOが熱唱、テレビ画面に
作詞家のクレジットが流れた。

「いらっしゃい、未来の文豪さん」
「お茶飲ませてね」
　中央通りにあるパンと弁当のベ
ニフク。店の奥の椅子に座り、お
気に入りのロールケーキを口に運ぶ。
店主の福田裕美子さんと談笑しな
がら、時よりメモを取る。「ここに来
ると落ち着くし、何気ない世間話
の中にも小説のヒントがあるので」
と通い詰めている。
　小説を書き始めて10年。昨年1
月に製作した『小説でこの街を元
気にしよう！』が話題になっている。
街中にある店を舞台に、恋する受
験生や絆を確認する老夫婦などを
描いた短編集だ。
　ベニフクは第一号で取り上げ、
福田さんも実名で登場する。他に
も、パーラーレストラン「モモヤ」、「鈴
木ストア」といった街中にあり、長
く市民に親しまれている実際の店
や店主、名物料理がでてくる。
「街おこしを考える人たちと接す
る中で、自分のペンの力で何かお
役に立ちたいと思うようになった。
個性的な店、魅力的な人がいっぱ
いの街が子供のころから好きだか
ら」。そう願い店を回り、店主と話
をする。
　シリーズは9作。「読者が小説に
出てくる店を訪れる〝聖地巡礼”が
実現できればいいですね」
　検事を夢みて挫折。会社員にな

　職員室の近く、新聞部の部室
がある。使い古した机が一つ。資
料が雑多に置かれた空間で高校
生記者が企画を練り、記事を書く。
　部員は総勢18人。昨年の県高
校新聞コンクールで最高の知事
賞を獲得した。19年ぶりの快挙を
「前年が2位だったのでうれしかった」
と部長の井口和香さんは素直に
喜ぶ。
　連覇を目指した最新号。蓄積し
たノウハウが通用しなかった。コロ
ナ禍で取材が制約される中、いか
に斬新な紙面を作るか。答えは「前
橋に特化」。安藤美結さんは「遠
くに取材に行けない分、地元の情

　社会性のある素材にも果敢に
取り組んだ。修学旅行が中止にな
った時は校長先生に直当たりし決
定に至る説明を求めた。インター
ハイや総合文化祭中止の辛い記
事も逃げずに書いた。
「探求心を持つこと、実際に足を
運ぶことを大切にしたい」（井口さ
ん）、「人との出会いが人生を豊か
にすることを学んだ」（横堀さん）、「コ
ミュニケーション能力を鍛えられた」
（安藤さん）。この夏に引退する3人。
記者生活を完全燃焼した。

TSUTAYA BOOKSTORE

図書館？ 喫茶店？ 座って読める16万冊

TSUTAYA BOOKSTORE
前橋市表町2-30-8
アクエル前橋1F
☎027・212・1024
10時～22時／年中無休

PRONTO
前橋市表町2-30-8
アクエル前橋1F
7時～23時／年中無休

み物を持ち込めるから喫茶店のよう
でもある。
　専門書から雑誌、コミックまでさま
ざまなジャンルの書籍がそろう。何と
16万冊。探したい本は検索機でみ
つけられ、カウンターでも探してくれる。
食品・キッチンのコーナーの一角に
はキッチンがある。無料で貸し出し
ており、これまで、ワインに合うつま
みやスイーツの教室が開かれている。

マにした書籍が集まる。「ほぼ日ブッ
クス」は糸井重里さんのエッセイや
絵本がある。
　カフェ＆バー「PRONTO」では、コ
ーヒーを飲みながら購入前の本の試
し読みができる。フロアには8カ所、
座って読書できる場所がある。図書
館に来たようであり、PRONTOの飲

　ＪＲ前橋駅北口に昨年12月誕生
した「アクエル前橋」。1階には
「TSUTAYA BOOKSTORE」が出店
した。本や雑貨を通じて生活を提案
する新しいスポットとなっている。
「はじまるよ、はじまるよ」。人工芝
が張られたキッズスペース。スタッフ
の志村綾香さんの手遊び歌でお待

ちかねの読み聞かせ会が始まる。
絵本を広げ、感情たっぷりに言葉を
奏でる志村さんの世界に子供たち
は夢中。「お寿司は何が好き？」。
絵本のセリフに「ぼくマグロ」「私イ
クラ」と返事が返ってくる。
　入口正面には「群馬の本」のコ
ーナーがある。食や歴史、旅をテー

photos by N
ahoko Abe

った。転機は3・11。「東日本大震
災の直後、日本が進むべき道を示
してくれたのは小説家だった。自分
もそんな風になりたいと思った」。
それから机に向かい創作に励んで
いる。30歳からの挑戦だった。
　目指すのは「大衆文学」。「誰で
も理解できて、読後感がさわやか
な一冊を書きたい」と言葉に力を
こめる。
「何とか大きな賞を取って、小説
と街との相乗効果をもたらせたい。
厳しい世界だけど、みんなが温か
く応援してくれる。諦めたら試合
終了。全力で努力していきたい」。
役に立ちたいと思った街中から元
気をもらっている。
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い
さ・ひ
ろ
た
か　

1
9
9
8
年
４
月
、前
橋

市
生
ま
れ
。開
成
高
│
東
京
大
理
Ⅲ
類
。中

学
時
代
か
ら
数
学
、競
技
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
国
際
大
会
で
活
躍
す
る
。G
P
A
は
3

連
覇
。

あ
こ　

誕
生
日
は
7
月
15
日
。本
名
、年
齢

は
非
公
開
。「
a
c
o
デ
カ
盛
り
」を
配
信

中
。ナ
ツ
さ
ん
は「
デ
カ
盛
り
と
ご
当
地
グ
ル

メ
食
べ
歩
き
ブ
ロ
グ
」で
人
気
を
集
め
て
い
る
。

前橋新聞『me bu ku』
summer 2021 no.1（創刊号／7月19日発行） 
編集長：阿部和也　 編集：阿部奈穗子
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次号は2021年10月に発行を予定しています。

あばれんぼう・えふしー　2019年に結成、
昨年の国体予選で初優勝を果たした。3人
とも社会人。チーム名は市立前橋高校の
OBでつくるリアルチームから取った。

　

県
内
初
の
本
格
的
競
技
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
大
会
と
し
て
、
2
0
1
7
年

3
月
に
始
ま
っ
た
「
群
馬
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
ア
ワ
ー
ド
（
G
P
A
）」。
記

念
す
べ
き
第
１
回
大
会
、
1
人
の
天

才
少
年
が
突
如
現
わ
れ
た
。
当
時
、

高
校
3
年
生
。
テ
ク
ニ
カ
ル
部
門
を

衝
撃
的
な
強
さ
で
制
し
、
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
仲
間
だ

け
で
な
く
、
I
T
業
界
に
ま
で
そ

の
名
を
知
ら
し
め
た
。

「
直
前
に
大
学
受
験
が
あ
り
、
大
会

の
前
ま
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
思

う
存
分
で
き
な
か
っ
た
の
で
楽
し
か

っ
た
し
、
1
番
に
な
れ
て
高
校
生
最

後
の
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
」。
前

橋
市
の
自
宅
に
は
今
も
大
事
そ
う
に

優
勝
パ
ネ
ル
を
飾
っ
て
い
る
。

　

G
P
A
優
勝
の
副
賞
で
米
国
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
へ
の
研
修
ツ
ア
ー
に

行
き
、
大
き
な
収
穫
を
得
た
。「
医

師
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
活
か
し
て
、
イ

ン
パ
ク
ト
を
与
え
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
た
」。
現
地
で
成
功
を

夢
見
る
若
き
起
業
家
た
ち
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

運
命
的
な
も
の
を
感
じ
取
っ
た
。

　

競
技
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
出
会
っ

た
の
は
中
学
2
年
の
夏
。
都
内
で
あ

っ
た
日
本
情
報
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
セ

ミ
ナ
ー
で
指
導
を
受
け
た
。「
数
学

が
好
き
。
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
学
べ
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
問
題
解

決
で
き
る
の
が
面
白
か
っ
た
」

　

独
学
で
学
び
、
海
外
サ
イ
ト
を
探

し
て
は
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
し
腕
を

磨
い
た
。
す
ぐ
に
頭
角
を
現
し
、
国

内
大
会
で
優
勝
。
世
界
大
会
で
も
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

　

東
京
大
理
Ⅲ
類
に
進
学
す
る
と
、

さ
ら
に
大
き
な
目
標
が
で
き
た
。
世

界
の
強
豪
大
学
と
競
う
大
会
、
Ｉ
Ｃ

Ｐ
Ｃ
だ
。
出
場
す
る
の
は
情
報
工
学

や
数
学
を
専
門
と
す
る
学
生
が
ほ
と

ん
ど
だ
が
、
伊
佐
さ
ん
は
医
学
と
の

〝
二
刀
流
〞
を
貫
い
た
。

　

2
人
の
仲
間
と
と
も
に
超
難

関
で
あ
る
大
学
予
選
を
突
破
し
、

2
0
1
9
年
か
ら
2
年
連
続
で
日
本

代
表
と
な
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｃ
は
延
期
さ
れ
た
ま
ま
。
そ
れ
で
も
、

昨
年
の
チ
ー
ム
は
東
大
内
で
歴
代
最

強
チ
ー
ム
と
の
呼
び
声
が
強
く
、「
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
大
会
で
も
開
催
さ
れ

れ
ば
、
ぜ
ひ
世
界
の
頂
点
を
極
め
た

い
」
と
希
望
を
捨
て
て
は
い
な
い
。

　

大
学
5
年
生
と
な
り
、
病
院
で
の

実
習
も
始
ま
っ
た
。
再
来
年
は
医
師

国
家
試
験
に
臨
む
。
競
技
と
は
距
離

を
置
か
ざ
る
を
得
な
く
な
る
が
、
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は「
一
生
の
相
棒
」
だ
。

「
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
Ａ

Ｉ
の
活
用
が
あ
る
。
医
療
と
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
と
の
融
合
を
進
め
る
こ
と

で
、
医
療
を
進
化
で
き
る
」。
5
年

前
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
の
直
感
を

実
現
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

達
し
、
10
万
人
超
え
が
み
え
て
き
た
。

　

笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
き
れ
い
に
食

べ
る
の
が
高
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。「
も
と
も
と
食
べ
る
の
が
好
き

な
の
で
自
然
と
笑
顔
に
な
る
。
苦
し

い
時
は
ス
ポ
ー
ツ
の
よ
う
な
感
覚
で

す
。
根
性
だ
け
は
あ
り
ま
す
（
笑
）」

「
デ
カ
盛
り
の
聖
地
グ
ン
マ
」
出
身

で
あ
る
こ
と
以
外
、
プ
ロ
フ
ィ
ル
は

未
公
開
だ
が
、
前
橋
市
に
出
没
す
る

機
会
が
多
い
。
栄
久
庵
で
2
・
5
㌔

の
う
ど
ん
を
10
分
27
秒
で
完
食
し
、

追
加
で
カ
ツ
丼
を
注
文
。
さ
ぶ
ち
ゃ

ん
で
は
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
10
本
を
25

分
以
内
で
食
べ
る
企
画
に
挑
み
、
残

り
5
秒
で
2
個
を
口
に
押
し
込
ん
だ
。

　

１
月
に
ナ
ツ
さ
ん
と
入
籍
。「
食

の
趣
味
や
性
格
も
双
子
の
よ
う
に
似

て
い
て
自
分
ら
し
く
い
ら
れ
る
。
将

来
は
大
食
い
夫
婦
で
全
国
を
キ
ャ
ン

「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ラ
イ
ン
上
げ
て
」

「
左
サ
イ
ド
を
突
こ
う
よ
」　

　

J
R
新
前
橋
駅
前
に
あ
る
群

馬
県
e
ス
ポ
ー
ツ
連
合
の
拠
点

「
g
e
s
p
o
（
ゲ
ス
ポ
）」。
サ
ッ

カ
ー
の
e
ス
ポ
ー
ツ
「
ウ
イ
ニ
ン

グ
イ
レ
ブ
ン
」（
ウ
イ
イ
レ
）
で
真

剣
勝
負
を
繰
り
広
げ
る
プ
レ
ー
ヤ
ー

が
い
た
。
昨
年
の
国
体
予
選
県
王
者
。

い
つ
も
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
腕
を
磨
く

が
、
予
選
を
控
え
最
新
機
器
の
整
っ

た
施
設
で
実
戦
に
励
ん
だ
。

me bu ku

photo by N
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ＨＡＤＯ
10時～20時／３プレー：1人600
円、５プレー：1人1000円／初回
レクチャー料：１組300円／コート
レンタル：平日１時間１組4000円、
週末１時間１組6000円

ENNICHI
10時～20時／平日当日券：大
人1800円、子供1000円／平日
前売券：大人1500円、子供
1000円／週末（土、日、祝日）当
日券：大人2300円、子供1000
円／週末前売券：大人2000円、
子供1000円　※子供は高校生
以下。未就学児無料

　アクエル前橋地下1階は最先端
技術を駆使したエンターテインメント
の世界。AR（拡張現実）スポーツ
「HADO」、デジタル技術を駆使した
「ENNICHI」。ともに県内初登場だ。

「漫画の主人公の技」を体験

　子供の頃に夢見た漫画のヒーロ
ーの技を繰り出して楽しめるHADO。
自分の手からエナジーボールを放ち、
対戦相手を攻撃する。
　頭にヘッドマウントディスプレイ、
腕にアームバンドを装着して準備完
了。肉眼では見えないボールがディ
スプレイを通してはっきりと見える。
　試合時間はわずか80秒だが想像
以上に身体を動かすため、試合後
は肩で息をするほど。「ルールはシン

プルで子供から大人まで楽しめる。
戦略性もあるので頭も使い、ゲーム
感覚で思い切り身体を動かせる」。
社員の栗原花奈さんが奥深さを語
ってくれた。
　HADOは世界大会も開かれてい
る。国内には常設施設が9カ所。3
面フィールドのアクエルは最大を誇る。

分身が八木節の達人に

　光が漏れる参道を通り、6重の鳥

居を越えると、そこは不思議な「縁日」
の世界。デジタル技術で作られた光
と音が日本の伝統文化を再現する。
まずは自分の分身、アバターを作ろう。
3Dスキャンブースで撮影するだけ。
「万

よろずえんぶ

縁舞」の巨大スクリーンは、い
つの間にか自分のアバターが八木
節を踊る姿を映し出している。樽太
鼓が響き、お囃子が流れる、まさに
夏祭りの世界。コロナ禍で開催でき
ない祭りがここで楽しめる。

　日本の夏といえば花火。「縁
ゆかり

花
はな

火
び

」はスクリーンに向かって手や体
を動かすと大小、多彩な色の花火
が打ち上がる。複数の人で協力す
れば、より大きな花火になる。
「彩
いろどりきんぎょ

金魚」は金魚すくい。「福
ふく

豆
まめ

蒔
まき

」は鬼退治。「柄
がら

時
しぐれ

雨」は着物
柄の幻想的な写真が撮れる。「面

おもて

化
け

粧
しょう

」は団扇に色を塗ってスキャン
するとオリジナルのお面が投影される。
団扇はお土産になる。

漫画のヒーローになった気分になれるHADO。飛んでくるエナジーボールをかわ
して攻撃に移る（写真左）。ENNICHIは日本の文化に触れて、学ぶことができる
日常とかけ離れた世界を楽しもう（写真右）

HADO & ENNICHI

最先端エンタメで
遊ぶ、学ぶ

ITは生活を劇的に変えてくれる。
快適になり、潤いも与えてくれる。「ITの希望」の星がいる。ITの希望

暴れん坊FC

目標は全国制覇
マエバシを聖地に

伊佐碩恭

天才
プログラマー
AIと医療の
融合を
プログラマー

aco

食べるの
大好き
笑顔で
デカ盛り完食
ユーチューバー

eスポーツチーム

　

大
き
な
寿
司
桶
に
盛
ら
れ
た
4
・

3
㌔
の
カ
ツ
カ
レ
ー
。
10
人
前
の
パ

ス
タ
。
熱
々
の
二
郎
系
カ
レ
ー
は
す

べ
て
マ
シ
マ
シ
…
。
驚
き
の
デ
カ
飯

を
前
に
ま
ず
髪
を
ま
と
め
、「
戦
闘

服
」
と
呼
ぶ
紙
エ
プ
ロ
ン
を
装
着
し

て
か
ら
「
い
た
だ
き
ま
す
」。
食
べ

る
量
と
ギ
ャ
ッ
プ
の
あ
る
細
身
で
美

形
の
女
性
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
が
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　

グ
ル
メ
ブ
ロ
ガ
ー
、
ナ
ツ
さ
ん
を

師
匠
に
デ
カ
盛
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
始

め
た
の
が
５
年
前
。「
食
べ
方
を
客

観
的
に
見
て
勉
強
す
る
た
め
に
動
画

の
撮
影
を
し
て
い
た
」
の
が
き
っ
か

け
で
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
に
な
っ
た
。

初
投
稿
は
2
0
1
9
年
2
月
。
チ
ャ

ン
ネ
ル
登
録
者
は
す
で
に
9
万
人
に

ピ
ン
グ
カ
ー
で

旅
し
た
い
で
す

ね
」。
お
い
し

い
夢
を
描
い
て

い
る
。

　

幼
馴
染
の
平
石
卓
朗
さ
ん
と
森
田

秀
斗
さ
ん
。
小
学
校
か
ら
社
会
人
に

な
っ
た
今
で
も
サ
ッ
カ
ー
を
し
、
同

時
に
ウ
イ
イ
レ
も
楽
し
む
〝
二
刀
流
〞。

「
リ
ア
ル
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を
ゲ

ー
ム
で
試
し
た
り
、
逆
に
や
り
た
い

こ
と
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
り
」

と
森
田
さ
ん
。
平
石
さ
ん
も
「
相
乗

効
果
は
あ
る
」
と
相
槌
を
打
つ
。

　

リ
ア
ル
で
は
と
も
に
M
F
。
長

く
コ
ン
ビ
を
組
み
息
も
ぴ
っ
た
り
だ
。

「
平
石
君
は
カ
ウ
ン
タ
ー
が
得
意
」

「
秀
斗
君
は
細
か
い
パ
ス
が
う
ま
い
。

で
も
、
フ
ェ
イ
ン
ト
は
ワ
ン
パ
タ
ー

ン
」
と
認
め（
？
）合
う
。

　

県
予
選
連
覇
を
狙
っ
た
が
、
６
月

27
日
に
開
か
れ
た
大
会
で
は
大
接
戦

の
末
、
準
決
勝
で
敗
退
し
て
し
ま
っ

た
。「
も
っ
と
練
習
し
て
、来
年
こ
そ

は
国
体
に
出
た
い
」と
森
田
さ
ん
。平

石
さ
ん
も
「
ず
っ
と
こ
の
チ
ー
ム
で

頑
張
り
ま
す
。
目
標
は
あ
く
ま
で
全

国
制
覇
で
す
か
ら
」と
雪
辱
を
誓
う
。

「
年
を
取
っ
て
も
障
害
が
あ
っ
て
も

楽
し
め
る
。多
く
の
人
に
魅
力
を
伝
え
、

前
橋
を
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
に
し
た

い
」。今
回
、監
督
を
務
め
た
森
田
さ

ん
の
兄
、卓
也
さ
ん
の
夢
は
壮
大
だ
。
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年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

　
　
　
「
教
室
に
学
生
が
集
合
し
て
学

ぶ
」
と
い
う
従
来
の
一
般
的
な
学
校
教

育
の
前
提
が
崩
壊
し
た
年
と
な
っ
た
。

こ
の
未
曽
有
の
危
機
を
前
に
、
中
央
カ

レ
ッ
ジ
グ
ル
ー
プ
で
は
「
教
育
を
止
め

て
は
い
け
な
い
」
と
の
信
念
の
も
と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
型
授
業
を
展
開
し
、
就
職
率
を
は

じ
め
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ぬ
成
果
を
も

た
ら
し
た
。
中
島
慎
太
郎
副
代
表
に
Ⅰ

Ｔ
化
の
取
り
組
み
を
聞
い
た
。

│
│
対
面
授
業
が
困
難
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
学
生
は
ど
う
受
け
止
め
た

の
で
し
ょ
う
。

「
対
面
授
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
期

が
あ
っ
た
の
は
悲
し
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
は
課

題
で
あ
っ
た
教
育
の
Ⅰ
Ｔ
化
や
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
し
進
め
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
学
校
だ
け
で
な
く
、
学
生
た

ち
も
否
応
な
く
そ
の
波
に
乗
り
、
い
ま

で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
遠
隔
授
業
や

デ
ジ
タ
ル
教
材
が
当
た
り
前
の
環
境
に

な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
学
生
は
遠
隔

の
講
師
に
授
業
配
信
を
し
て
も
ら
っ
た

り
と
、
場
所
と
時
間
を
超
え
た
教
育
展

開
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。
来
年
４
月

に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
の
ネ
ッ
ト
動
画

ク
リ
エ
イ
タ
ー
学
科
を
新
設
し
ま
す
」

│
│
Ⅰ
Ｔ
を
最
大
限
活
用
し
ま
す
ね
。

「
学
生
た
ち
に
も
っ
と
自
由
な
環
境
で

学
ぶ
場
を
つ
く
り
、
い
ま
ま
で
東
京
で

し
か
聞
け
な
か
っ
た
話
や
体
験
で
き
な

か
っ
た
授
業
を
群
馬
で
体
験
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
想
像
し
な

が
ら
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
一
定
以
上
の
デ
ジ
タ
ル

リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必

須
要
件
に
な
っ
て
き
ま
す
。
中
央
カ
レ

ッ
ジ
グ
ル
ー
プ
は
教
育
を
通
し
て
地
域

の
あ
ら
ゆ
る
人
に
Ⅰ
Ｔ
や
デ
ジ
タ
ル
に

つ
い
て
学
ぶ
場
を
提
供
し
て
い
き
、
少

し
で
も
地
域
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
を
な
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｘ
の
世
界
で
職

業
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
、
働
き
方
や

求
め
ら
れ
る
人
材
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
出
る
の
か
、
産
業
界
と
連
携
し
な
が

ら
実
学
を
担
う
教
育
機
関
と
し
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
」

配
し
た
だ
け
に
心
強
い
結
果
と
な
っ
た

と
同
時
に
、
教
育
の
新
し
い
可
能
性
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
」

│
│
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
は
。

「
自
分
た
ち
の
学
校
だ
け
に
収
め
る
こ

と
で
は
な
く
、
全
国
の
専
門
学
校
と
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
を
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
公
務
員
養
成
や
情
報
分

野
、
動
物
看
護
分
野
の
教
育
コ
ン
テ
ン

ツ
を
共
同
で
制
作
し
て
い
ま
す
。
授
業

も
そ
れ
ぞ
れ
の
教
室
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

つ
な
い
で
合
同
授
業
を
し
た
り
、
東
京

　中央カレッジグループは昨年4月、
ＤＸデザイン研究所を設立した。AI
（人工知能）やＩｏＴ（モノのインタ
ーネット）により事業革新を起こす
デジタルトランスフォーメーション（Ｄ
Ｘ）の普及が目的。中央情報大
学校とＣＲＩ中央総研が母体となり、
教育と経営コンサルの特性を生か
し、中小企業や地域社会のＤＸ導
入を支援する。
　ミッションは①中小企業向けのＤ
Ｘ支援とコンサルティング②ＤＸ人
材のコミュニティハブの構築③セミ
ナーや情報発信による地域のデジ
タルリテラシー向上支援④アフタ
ーＤＸの次世代職業研究―の4点。
　具体的にはIoT・データサイエン
スなどのIＴリテラシーやプログラミ
ング・デザインスキルの教育、それ
らを通じてＤＸに繋がる業務改善・
新規事業創出を担う人材の育成
や企画提案のコンサルティング、ア
ドバイザリーにあたる。
　ＤＸはデータやデジタル技術を

活用して、製品やサービス、ビジネ
スモデルを変革するとともに、業務
や組織、企業文化を変革し競争
上の優位性を確立すると定義され
ている。大企業で急速に推進され
てきたが、中小企業は人材面から
遅れている。
　小澤慎太郎所長は「地域社会
に貢献している中小企業が抱える
課題に対して、一緒に汗をかき、試
行錯誤しながら解決に向かう手伝
いをしたい。コロナ禍で社会や企
業の課題が顕在化し、ＤＸは加速
度的に進んでいく。地域社会、中
小企業に寄り添い、ＤＸを推進して
いく」と研究所の役割を説明する。

3
密
を
避
け
る
た
め
、授
業
は
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
。出
席
は
半
数
に
絞
ら
れ
る
。

中
島
慎
太
郎
副
代
表

五
十
部
昌
克
副
校
長

小
澤
慎
太
郎
所
長

全
国
の
仲
間
と
連
携

昨

［DXデザイン研究所］

地域と企業のDXを支援

授
業
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
て
、
教

育
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
節
目
に
い
る

大
変
さ
を
実
感
し
な
が
ら
も
楽
し
く
取

り
組
ん
で
い
ま
す
」

│
│
Ⅰ
Ｔ
化
に
ど
う
対
応
し
ま
し
た
か
。

「Google W
orkspace

な
ど
に
よ
る

遠
隔
授
業
に
加
え
、
ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る

出
欠
管
理
、
課
題
の
提
出
・
管
理
、
オ

ン
ラ
イ
ン
就
職
活
動
へ
の
対
応
、
学
校

行
事
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
配
布
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
ま
し
た
。
グ
ル

ー
プ
内
に
Ｄ
Ｘ
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
が
設

立
さ
れ
、
Ⅰ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
教
育

に
造
詣
の
深
い
職
員
が
配
置
さ
れ
た
こ

と
も
大
き
な
助
け
と
な
り
ま
し
た
」

│
│
対
面
授
業
が
中
心
だ
っ
た
こ
れ
ま

で
と
比
べ
、
教
育
の
成
果
は
？

「
結
果
と
し
て
、
従
来
と
遜
色
の
な
い

成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日

商
簿
記
１
級
や
応
用
情
報
技
術
者
試
験

と
い
っ
た
難
関
資
格
に
合
格
者
を
相
次

い
で
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
し
、
７

校
で
就
職
内
定
１
０
０
％
を
達
成
し
ま

し
た
。
公
務
員
試
験
で
は
過
去
最
多
の

１
９
１
人
が
最
終
合
格
し
ま
し
た
。
心

　中央カレッジグループの中央情
報大学校（高崎市栄町）は2022
年4月、ネット動画クリエイター学科
を新設する。2年制。動画クリエイ
ターや動画編集マーケターを目指
す学生に専門教育を施す。
　ユーチューバーが子供の人気職
業となり、ネット動画が注目される
中、既存の学科では得られない高
度で専門的な知識、情報を提供す
る。制作力、実践力、発信力、現
場力の4つを身に付けるための超
実践型カリキュラムが特長。
　企画、撮影、編集の全プロデュ
ースの指導を受けられ、現役クリエ
イターから現場で必要なスキルを
学べる。企業との連携により、在
学中からビジネスで活かせる発信
力を磨くことができる。
　さまざまなSNSや動画にかかわ
る職種に加えて、企業の広報・マ
ーケッティング部門の人材も養成
する。
　新学科について、五十部昌克

副校長は「新しいメディアとしてネッ
ト動画の持つポテンシャルは計り
知れない。ネット情報を受け取るだ
けでなく、自ら発信していくことが当
たり前の時代になる中、ネット動画
によるマーケティング力や情報発
信力はまさに今後の社会に求めら
れる」と期待している。
　中央カレッジグループは香川、
岡山、広島、静岡、岩手の5県に
本部を持つ専門学校と連携してい
る。新学科は穴吹カレッジグルー
プとの共同カリキュラムにより、学
校を超えて同じクリエイターを目指
す仲間と刺激しあえる。

動画のプロを養成

県内で10の専門学校を展開する中央カレッジグループ
（中島利郎代表、前橋市古市町）はIT化・デジタル化を加速させる。

コロナ禍で従来の対面による集合教育が困難となる中、
デジタル対応を強化。資格試験合格率や就職内定率でこれまでと
変わらない高い成果を出している。他県の専門学校と連携し、
教育コンテンツの共同制作やオンラインによる合同授業といった
新しい取り組みを始めた。グループ内に設立したDXデザイン研究所

では地域社会や中小企業のDX推進を支援している。

中央カレッジグループ

ITで実現した
時空越えた授業

Chuo College Group.

［中央情報大学校］

中央カレッジグループ
1942（昭和17）年創立の「前橋服装女学院」が前身。
商業、経理教育に重点を移し、1988（昭和63）年、中
央情報経理専門学校に改名。経理以外の幅広い分
野で専門学校を開校する。本部は前橋市古市町。

〒371-0844
群馬県前橋市古市町1-49-1
https://chuo.ac.jp/
TEL.027・256・7000
FAX.027・253・5595

グループ校
中央情報大学校／中央農業大学校／中央情報経理専門学校／群馬
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小木津武樹
日本モビリティ取締役会長

おぎつ・たけき　1985年8月、東京都生まれ。慶応大環境情報学部
―大学院政策・メディア研究科後期博士課程修了。博士。東京理
科大理工学部助教を経て、群馬大大学院理工学府准教授。

いいの・あきこ　
1979年10月20日栃木県足利市生ま
れ。津田塾大英文科卒業、東京大
大学院修士課程修了。2015年から
プレマ社長。日本ヒーリングフード協
会代表理事を務める。

自動運転でかなう
「どこでもドア」

日本モビリティ株式会社　2020年７月、群馬大学発ベンチャーとして設
立した。16年12月に発足した次世代モビリティ社会実装研究センターを
研究機関と位置づけ、業界初の「無人移動サービス導入パッケージ」を
構築、自動運転の社会実装、無人移動サービスの導入を支援する。

株式会社プレマ（プレマ・オーガニック・
ファーム）　1996年創業。周年で有機
小松菜を栽培。小松菜パウダー、小松
菜生うどんなど加工品も販売する。資本
金1000万円。従業員約35人。前橋市
粕川町下東田面。

　

上
毛
電
鉄
中
央
前
橋
駅
〜
J
R
前

橋
駅
間
で
2
月
、
自
動
運
転
に
よ
る
バ

ス
運
行
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ
た
。
高

速
通
信
規
格
5
Ｇ
を
活
用
し
た
全
国
初

の
試
み
だ
っ
た
。

「
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
自
動
運
転
シ

ス
テ
ム
で
走
行
し
な
が
ら
、
群
馬
大
の

遠
隔
管
理
室
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
支
援

す
る
仕
組
み
。
5
Ｇ
を
使
っ
た
こ
と
で

バ
ス
か
ら
の
映
像
が
明
ら
か
に
高
精
細

で
遅
延
な
く
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
4

Ｇ
に
よ
る
従
来
方
式
に
比
べ
て
2
倍
以

上
遠
く
の
道
路
状
況
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
無
人
運

転
で
も
安
全
か
つ
快
適
に
走
行
で
き
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
」

　
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
で
も
自
動
運

転
シ
ス
テ
ム
が
含
ま
れ
て
い
る
。

「
膨
大
に
集
ま
る
デ
ー
タ
の
利
活
用
が

期
待
さ
れ
る
。
例
え
ば
自
動
運
転
に
よ

る
運
行
で
得
た
乗
客
の
デ
ー
タ
を
別
の

ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
生
じ
た
利
益
を
還
元
す

る
こ
と
で
、
無
料
ま
た
は
安
く
乗
車
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
逆
に
、
他
の
デ
ー

タ
を
使
っ
て
自
動
運
転
を
よ
り
便
利
に

効
率
的
に
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

「
自
動
運
転
オ
タ
ク
」
と
称
さ
れ
る
第

一
人
者
。
研
究
は
2
0
0
4
年
か
ら
。

「
究
極
の
夢
は
鉄
腕
ア
ト
ム
。
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
大
学
に
入
り
、
自
動

運
転
の
研
究
室
を
見
つ
け
て
、
ア
ト
ム

の
先
祖
は
自
動
運
転
な
の
で
は
と
考
え

た
。
ま
ず
は
車
の
ロ
ボ
ッ
ト
化
、
自
動

運
転
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
ア
ト
ム
へ

の
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
か
な
と
」

　
完
全
自
動
運
転
を
現
代
版
「
ど
こ
で

も
ド
ア
」
と
表
現
す
る
。

「
30
年
後
の
前
橋
を
想
像
し
ま
す
。
自

動
車
が
ご
飯
を
食
べ
な
が
ら
移
動
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
、
寝
て
い
る
間
に
移
動
す

る
ホ
テ
ル
に
な
る
。
移
動
を
感
じ
ず
に

ド
ア
を
開
け
た
ら
目
的
地
に
着
く
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。
車
両
同
士
が
通
信

し
合
い
、
わ
ず
か
な
車
間
距
離
で
安
全

に
多
く
の
車
が
走
れ
る
の
で
、
渋
滞
が

解
消
さ
れ
、
事
故
も
激
減
す
る
」

　
学
生
時
代
に
一
人
暮
ら
し
を
始
め
、

食
生
活
の
大
切
さ
に
目
覚
め
た
。

「
大
学
院
の
研
究
で
イ
ン
ド
を
何
度
も

訪
ね
ま
し
た
。
牛
糞
や
ハ
ー
ブ
な
ど
身

近
な
も
の
を
活
用
し
て
生
産
す
る
、
文

字
通
り
循
環
型
の
有
機
農
業
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
化
学
薬
品
に
依
存
す
る

近
代
農
法
の
問
題
や
地
球
規
模
で
の
持

続
可
能
な
発
展
の
あ
り
方
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
」

　
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
に
は
セ
ッ
ト

と
な
る
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
を
推
進
す
る
立

場
か
ら
事
業
を
提
案
し
た
。

「
単
な
る
生
産
現
場
と
し
て
の
農
場
か

ら
、
農
業
体
験
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
品

を
味
わ
え
る
場
と
し
て
農
園
を
進
化
さ

せ
て
い
き
ま
す
。
収
穫
体
験
を
し
た
り
、

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
有
機
小
松
菜
を
味
わ
っ

た
り
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
を
体
感
し
て
ほ

し
い
。
お
子
さ
ん
の
食
育
に
も
い
い
で

し
ょ
う
。
首
都
圏
か
ら
近
い
の
で
交
流

人
口
を
増
や
し
、
移
住
に
も
つ
な
が
る

と
い
い
で
す
ね
」

　
2
児
の
母
。
前
橋
と
東
京
の
二
重
生

活
、
仕
事
と
家
事
の
二
刀
流
が
続
く
。

「
コ
ロ
ナ
禍
の
前
か
ら
業
務
連
絡
や
会

議
な
ど
L
I
N
E
や
Ｚ
o
o
m
を
活

用
し
、
リ
モ
ー
ト
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

私
た
ち
の
小
松
菜
は
工
場
製
品
で
は
な

く
、
土
で
育
て
る
有
機
農
産
物
で
す
か

ら
、
す
べ
て
Ｉ
Ｔ
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
ず
、
目
、
手
、
口
（
舌
）
な
ど
人
間

の
感
覚
を
フ
ル
活
用
し
ま
す
が
、
そ
れ

で
も
Ｉ
Ｔ
の
活
用
で
便
利
に
な
り
ま
し

た
。
I
T
を
活
用
し
な
が
ら
、
自
然

と
寄
り
添
い
、
人
間
ら
し
い
感
覚
を
大

切
に
し
つ
つ
、
笑
顔
で
楽
し
く
有
機
農

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

　
赤
城
山
を
背
に
緑
が
広
が
る
。
露
地
、

ハ
ウ
ス
合
わ
せ
て
11
㌶
で
小
松
菜
を
有

機
栽
培
し
て
い
る
。
農
場
は
グ
ロ
ー
バ

ル
G
A
P
認
証
も
受
け
て
い
る
。
葉

は
緑
が
濃
く
て
肉
厚
。
生
で
食
べ
る
と
、

茎
の
甘
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

「
清
ら
か
な
水
、
豊
か
な
陽
光
、
澄
ん

だ
空
気
。
赤
城
の
恵
み
を
い
た
だ
い
て
、

安
全
安
心
で
お
い
し
い
野
菜
を
育
て
て

い
ま
す
。
中
に
目
に
見
え
な
い
微
生
物

が
い
る
こ
と
で
豊
か
な
土
壌
に
な
る
。

有
機
農
業
だ
か
ら
、
虫
は
出
る
し
、
雑

草
と
の
戦
い
も
あ
り
ま
す
が
、
赤
城
の

生
態
系
の
中
で
農
業
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

究極の夢は
鉄腕アトム

photo by Koichiro Nomoto

photos by Shunichi O
da

無人の車が街を行き交い、ドローンが空を
飛び交う。SFのような未来都市がもうそこまで
来ている。前橋は「ITの専門家」がいる街。

ITの専門家

環境技術研究所
水質浄化装置を開発・販売す
るベンチャー企業として2001
年設立。ヒラメやトラフグの内
陸養殖を手掛けている。飼育
技術や水質浄化装置を含む
養殖システムを販売する。

白井屋ホテル「ザ・レストラン」
前橋市本町2-2-15
12時～14時半（週末・祝日の
み、最終入店13時半）
17時半～22時（最終入店20
時半）／年中無休／要予約 
☎027・231・4618

　嶋田社長は初めての試食。「ヒラ
メの活魚といえば活造り。フレンチ
は違和感があった」と不安そうだっ
たが、フォークで口に運ぶと笑顔が
広がる。「運動量が少ないから心配
したけど、身はプリプリ。シェフが最
高に仕上げてくれた」と絶賛する。
「上州キュイジーヌがコンセプト。
前橋育ちのヒラメを使って、ここでし
か食べられない新しいフレンチであり、
郷土料理をお届けしたい」とシェフ
は目を輝かす。

ら届いた。１㌔弱、型のいい活魚だ。

薬品使わず水浄化

　20年前、嶋田大和社長が大学
の同級生だった梅津剛前橋工科大
准教授に委託して養殖が始まった。
不可能を可能にしたのは循環シス
テム。前橋の水道水で作った海水
を浄化する。機械も活用するが、エ
ースは何とバクテリア。有害になる
成分をパクパク食べてくれる。水が
きれいなら病気にかからず、養殖で
一般的な薬品は一切使わない。
　水温、餌の量やタイミング。デー
タを分析して最適な飼育方法を編
み出した。まさに、「ＩＴのヒラメ」だ。

頭も骨もすべて使う

「頭も骨もソースにして、余すところ
なく使いました」。片山ひろシェフが
料理を説明する。淡白な身はエンガ
ワを挟むことでコクを与えた。

　前橋市中心街に昨年誕生した白
井屋ホテルの「ザ・レストラン」。黒
いカウンターの上に「まえばし産ヒラ
メ 夏野菜」と題した白い皿が置か
れた。
　ヒラメは調理の直前、六供町にあ
る環境技術研究所開発センターか

嶋
田
大
和
社
長（
左
）と
片
山
ひ
ろ
シ
ェ
フ

ヒラメは前橋に限る
　前橋市で獲れたヒラメを市内の
飲食店で食す――。夢のような話
が現実となった。環境技術研究所
（前橋市）はヒラメの養殖事業が軌
道に乗り、本格的に出荷を始めた。
前橋育ちのヒラメはおしゃれなフレン
チに生まれ変わる。

飯野晃子
プレマ社長

インドの
農村で見た
真の

有機農業

photo by Shunichi Oda
hair & make-up by Maho Ogawa
photo retouch by Shinji Uezumi
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「
も
ち
ろ
ん
、
研
究
を
し
っ
か
り
や
っ
て
も

ら
う
の
が
一
番
。
私
が
期
待
し
た
い
の
は
大

学
の
外
に
ど
ん
ど
ん
出
て
行
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
。
学
生
は
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
き

ま
す
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
接
点
が
あ

ま
り
に
も
少
な
い
。
学
内
だ
け
で
生
活
が
完

結
し
て
い
る
よ
う
で
、
同
世
代
と
し
か
交
流

が
な
い
。
街
づ
く
り
と
か
、
自
由
な
発
想
力

を
持
っ
た
若
者
は
大
き
な
戦
力
に
な
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
縁
を
深
め
て
、
前
橋
を
好

き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」 

ふくだ・なおひさ　1962年7月、吉岡町生まれ。前橋高―東京大文学部卒。米ダートマス大経営大学院（MBA）修了。アップル本社で副社長に就任、
スティーブ・ジョブズを支える。2002年、日本通信に入社、15年から社長。今年4月、前橋工科大理事長に就任する。

切り盛りする渋川市の「そば処 田毎」
はカレーうどんを守っている。
　田毎庵以外に福田さんが「思い出
の味」に挙げたのは「ランゴスタ」の
娼婦風スパゲティ、「桑風庵」の蕎麦、
「ぺペロンチーノ」のイタリアン、「ニュ
ーデリー」のカレー、「天よし」の天ぷら、
「はまると週に10回、行った店もありま
す」。凝り性の一面をのぞかせた。

「思い出の味といえば『田毎のカレー
うどん』かな。強烈な個性はなくて優し
い味。病みつき感があった」。和洋さ
まざまに贔屓にした店の中から選んだ
のは街中にあった「田毎庵本店」だった。
「寒い日はもちろん、夏も汗をかきな
がらフーフー言ってすするのが最高」
と懐かしむ。鰹節の出汁が利いたカレ
ーは黄色がかり、ドロッとしている。「う
どんは太く、もちもち。カレーによく絡ん
だ」と思い出の味を食レポする。
　2009（平成21）年、火事で焼失し
そのまま閉店した。支店が市内に3店
あったが、いずれも暖 を下げた。大
手町支店で修業した飯野三男さんが

太く、もちもち
優しくて病みつき感

田毎庵本店のカレーうどん

　
ス
テ
ィ
ー
ブ
の
指
示
は
メ
ー
ル
で
、
だ
い

た
い
2
行
で
し
た
。
議
論
し
て
い
る
と
、
突

然
、『W

hat do you think

（
あ
な
た
は

ど
う
思
う
）』
と
聞
い
て
き
ま
し
た
。
口
癖

で
す
ね
。
そ
こ
で
、
ま
と
も
に
答
え
ら
れ
な

い
人
は
次
の
会
議
に
呼
ば
れ
な
い
。

　

一
方
で
、『I don’t care w

hat they 
say

（
や
つ
ら
が
何
を
言
っ
て
も
関
係
な
い
）』

と
も
言
う
。
意
見
は
し
っ
か
り
聞
き
尊
重
す

る
け
ど
、
自
分
で
決
め
た
こ
と
は
周
り
が
何

を
言
っ
て
も
聞
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

街
づ
く
り

若
者
が
大
き
な
戦
力

│
│
４
月
に
前
橋
工
科
大
の
理
事
長
に
就
任

し
ま
し
た
。

「
理
想
と
す
る
の
は
米
国
の
地
方
に
あ
る
大

学
の
よ
う
に
、
大
学
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が

一
体
と
な
る
こ
と
で
す
。
米
国
で
は
例
え
ば
、

有
名
な
医
学
部
が
あ
れ
ば
医
療
産
業
が
盛
ん

だ
っ
た
り
し
ま
す
。
大
学
の
研
究
成
果
と
企

業
の
活
動
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

特
に
理
系
は
役
に
立
つ
と
い
う
か
、
貢
献
で

き
ま
す
ね
」

│
│
専
門
性
の
高
い
分
野
で
第
一
人
者
の
指

導
者
が
い
ま
す
。

「
例
え
ば
、
生
命
情
報
学
科
は
ゲ
ノ
ム
情
報

の
解
析
を
し
て
い
る
が
、
全
国
に
4
つ
し
か

な
い
。
地
方
で
は
唯
一
だ
。
シ
ス
テ
ム
生
体

工
学
科
は
全
国
に
こ
こ
し
か
な
い
。
医
療
と

工
学
の
接
点
で
す
ね
。
脳
の
働
き
方
を
研
究

し
て
い
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
研
究
で
は
世

界
で
も
最
先
端
を
い
っ
て
い
ま
す
」

│
│
高
校
と
の
連
携
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
学
生
の
出
身
地
を
み
る
と
、
群
馬
県
内
は

2
、
3
割
程
度
。
前
橋
市
内
か
ら
は
1
割
に

も
満
た
な
い
。
そ
の
原
因
は
何
か
。
高
校
生

が
工
科
大
の
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。

ど
ん
な
授
業
を
や
っ
て
い
て
、
卒
業
し
た
ら

ど
ん
な
仕
事
に
就
く
の
か
。

　
広
報
と
発
信
に
は
力
を
入
れ
ま
す
。
市
内

の
高
校
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
授
業
を

公
開
し
た
い
で
す
ね
」

│
│
学
生
に
は
ど
ん
な
期
待
を
し
ま
す
か
。

そば処 田毎の
カレーうどん

ランゴスタの娼婦風スパゲティ
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│
│
前
橋
市
が
推
進
す
る
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ

構
想
。
ど
ん
な
街
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

「
一
言
で
い
え
ば
、
心
地
よ
い
街
に
な
り
ま

す
。
私
は
『
デ
ジ
タ
ル
の
ゆ
り
か
ご
』
と
い

う
言
い
方
を
し
ま
す
。
例
え
ば
、
居
心
地
の

い
い
レ
ス
ト
ラ
ン
。
味
は
い
い
し
、
ス
タ
ッ

フ
の
応
対
も
最
高
に
い
い
。
さ
ら
に
、
前
回

来
た
と
き
は
こ
う
い
う
料
理
を
出
し
た
か
ら

今
回
は
別
の
に
し
よ
う
と
か
、
自
分
の
こ
と

を
分
か
っ
て
く
れ
た
上
で
お
も
て
な
し
を
し

て
く
れ
る
。
そ
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
は
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
使
う
と
簡
単
に
実
現
で
き
ま
す
」

│
│
全
国
31
の
都
市
が
申
請
し
ま
し
た
。
前

橋
の
ア
ピ
ー
ル
は
独
特
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
と
い
う
と
Ｓ
Ｆ
チ
ッ
ク

な
未
来
都
市
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
は
な
く
人
が
中
心

の
未
来
都
市
で
す
。
前
橋
市
が
ア
ピ
ー
ル
し

た
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
だ
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
×
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
に
し
ま
し
た
。

　
安
全
安
心
に
関
し
て
も
全
国
一
で
し
ょ
う
。

カ
ギ
と
な
る
の
が
『
ま
え
ば
し
Ｉ
Ｄ
』
で
す
。

ア
ッ
プ
ル
Ｉ
Ｄ
の
創
設
に
も
関
わ
り
ま
し
た

が
、
ま
え
ば
し
の
方
が
断
然
、
安
全
性
が
高

い
。
Ｉ
Ｄ
を
取
得
す
る
際
は
徹
底
し
て
本
人

確
認
し
ま
す
。
な
り
す
ま
し
が
で
き
な
い
よ

う
に
し
、
ハ
ッ
キ
ン
グ
対
策
も
十
分
に
講
じ

て
い
ま
す
」

40
年
前
は
ツ
ケ

顔
認
証
で
顔
パス
に

│
│
I
T
に
不
慣
れ
な
お
年
寄
り
は
付
い

て
い
け
な
く
な
り
ま
せ
ん
か
。

「
技
術
に
人
が
寄
る
の
で
は
な
く
、
技
術
が

人
に
寄
り
添
う
べ
き
な
の
で
す
。
40
年
前
は

顔
認
証
で
決
済
が
で
き
て
い
た
ん
で
す
。
ツ

ケ
で
す
よ
。
魚
屋
さ
ん
で
も
、
飲
食
店
で
も
。

ち
ょ
っ
と
財
布
を
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
今
度

来
る
と
き
に
払
う
よ
と
か
、
月
末
に
ま
と
め

て
と
か
。
だ
か
ら
、
ま
え
ば
し
Ｉ
Ｄ
は
ス
マ

ホ
だ
け
で
な
く
顔
認
証
も
入
れ
た
。
少
額
だ

っ
た
ら
顔
パ
ス
が
で
き
ま
す
」

│
│
連
携
事
業
者
と
し
て
1
5
9
社
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

「
全
国
で
圧
倒
的
に
ト
ッ
プ
で
す
。
7
割
が

東
京
な
ど
大
都
市
、
地
元
は
3
割
。
日
本
通

信
も
前
橋
に
30
人
ほ
ど
社
員
を
送
り
込
み
ま

す
。
東
京
に
あ
る
多
く
の
企
業
が
こ
こ
に
オ

フ
ィ
ス
を
構
え
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
な
っ
て
初
め
て
構
想
が
動
き
ま
す
。

　
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
企
業
が
集
ま
っ
た
の
は

前
橋
の
波
動
を
感
じ
た
か
ら
。『
め
ぶ
く
。』

と
い
う
2
0
1
6
年
に
策
定
さ
れ
た
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
、
街
づ
く
り
が
着
々
と
進
行
し
て

い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
も
そ
う
で

す
が
、
民
間
主
導
で
す
。『
前
橋
お
も
し
ろ

い
ぞ
』『
前
橋
動
く
ぞ
』
と
。
街
づ
く
り
が

現
在
進
行
形
だ
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
」

│
│
米
国
留
学
を
経
て
ア
ッ
プ
ル
の
日
本
法

人
に
入
り
ま
し
た
。

「
入
社
1
日
目
、
社
長
に
社
内
メ
ー
ル
で

『
い
ま
の
経
営
課
題
の
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を

明
日
の
3
時
か
ら
や
っ
て
く
れ
』
と
送
っ
た
。

営
業
本
部
長
に
は
『
営
業
戦
略
の
見
通
し
を

5
時
か
ら
教
え
て
』
と
。
後
か
ら
聞
き
ま
し

た
け
ど
、
ま
あ
と
ん
で
も
な
い
社
員
が
入
っ

て
き
た
と
話
題
に
な
っ
た
ら
し
い
で
す
が
ね
」

│
│
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
と
出
会
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
ア
ッ
プ
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
三
分
の
二
の
事
業

責
任
者
を
し
て
い
た
時
期
で
し
た
。
あ
る
時
、

『
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
を
聞
き
た
い
』
と
呼
ば

れ
、
4
時
間
、
5
時
間
に
わ
た
っ
て
議
論
し

た
。
こ
れ
が
最
初
の
出
会
い
。
ポ
ル
シ
ェ
を

例
に
、
地
球
を
一
つ
の
市
場
と
し
て
と
ら
え
、

同
じ
製
品
を
販
売
す
る
べ
き
だ
と
強
調
し
ま

し
た
。

│
│
最
初
の
印
象
は
ど
う
で
し
た
か
。

「
頭
い
い
な
と
感
じ
た
人
は
い
っ
ぱ
い
い
た

け
ど
、
こ
れ
ま
で
会
っ
た
こ
と
の
な
い
、
図

抜
け
て
頭
の
い
い
人
。
単
純
な
頭
の
良
さ
で

な
く
て
、
ス
マ
ー
ト
な
人
で
し
た
ね
。
理
解

力
が
す
ご
か
っ
た
。

　
98
年
か
ら
99
年
に
か
け
て
、
よ
く
日
米
を

往
復
し
た
。
金
曜
の
夕
方
、
成
田
を
た
つ
と
、

金
曜
の
朝
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
着
く
。
そ

こ
か
ら
ス
テ
ィ
ー
ブ
と
私
で
一
日
レ
ビ
ュ
ー

す
る
。
土
曜
日
は
朝
か
ら
打
ち
合
わ
せ
し
て
、

昼
の
フ
ラ
イ
ト
で
日
本
に
戻
る
と
日
曜
日
の

朝
着
く
。
月
曜
日
に
出
社
す
る
と
、
ス
テ
ィ

ー
ブ
の
優
秀
な
秘
書
か
ら
電
話
が
あ
り
、
ま

た
来
い
と
。
そ
ん
な
繰
り
返
し
だ
っ
た
」

忘
れ
ぬ

ス
ティ
ー
ブ
の
言
葉

│
│
印
象
に
残
っ
て
い
る
「
言
葉
」
は
。

「
ス
テ
ィ
ー
ブ
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
い
っ

ぱ
い
あ
る
け
ど
、
言
葉
で
い
え
ば
3
つ
、

『T
hink different

』『W
hat do you 

think

』『I don’t care w
hat they 

say

』
で
す
ね
。
決
し
て
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

『T
hink diff erent

』
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
し
ま
し
た
が
、
も
と
も
と
は
社
内
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ん
で
す
。『T

hink

』
を
重
ね
、

ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
こ
と
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
意
味
な
ん
で
す
。

前
橋
市
が
推
進
す
る
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
で
、計
画
の
統
括
者「
ア
ー
キ
テ
ク
ト
」
を

務
め
る
福
田
尚
久
さ
ん
。
ア
ッ
プ
ル
で
は
副
社
長
と
な
り
、ス
テ
ィ
ー
ブ・
ジ
ョ
ブ
ズ
と
と
も
に

巨
大
企
業
に
成
長
さ
せ
た
。
日
本
通
信
の
社
長
で
あ
り
、今
年
4
月
か
ら
前
橋
工
科
大
理
事
長
の

肩
書
が
加
わ
っ
た
。
4
つ
の
顔
を
持
つ
男
が
故
郷
の
明
日
を
劇
的
に
変
え
る
。

福
田
尚
久
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心
地
よ
い

〝
デ
ジ
タ
ル
の
ゆ
り
か
ご
〞

ス
ー
パ
ー
シ
ティ

高校時代は昼前に机を廊下に運んでサボりまし
た。喫茶店に行って友人と議論しました。憲法
九条とか、国民の知る権利とか。いま考えると生
意気でしたね。卒業式の時、「君が代」を強制的
に歌わせられそうになり、戦いました。（写真左）

会いたい人：群大で教授をされていた
故・河合文彦先生です。俗世間とかけ
離れた方で、哲学者でした。どんな分野
にも造詣が深く、徹夜で話をしました。ス
ーパーシティをどう思うでしょうか。

俗世間からかけ離れた哲学者

思い出：子供のころは敷島公園で遊ん
でいました。松林の中で缶蹴りしたり、ボ
ートで競争したり。売店の自販機のオレ
ンジジュース懐かしいな。水道タンクが好
きでしたね。

ボート、缶蹴り、水道タンク

前橋工科大：1952年創立の前橋市立
工業短大を前身とし、97年に設置され
た。全国でも珍しい公立の工科系単科
大学。女子学生が３割と多い。６学科あ
る。

女子の比率が高い工科系大学

スティーブ・ジョブズ：アップルを創設し
たカリスマ経営者。「iMac」を大ヒットさ
せ、「iPad」、「iPhone」を生み出した。福
田氏は副社長として支えた。

iPad、iPhoneの「生みの親」
2011年10月、56歳で亡くなる

スーパーシティ構想：ＡＩ（人工知能）やビ
ッグデータを活用して、医療、交通、教育、
行政手続きといった市民生活のさまざま
な分野で最先端のサービスを可能にす
る。全国５カ所を選定する。

全国5カ所、大幅な規制緩和

机を廊下に運んでサボる

米
ア
ッ
プ
ル
元
副
社
長

日
本
通
信
社
長
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